
提 供 日 2026/10/15

タイトル 富士宮北高校商業科と富士特別支援学校富士宮分校が

合同授業を実施 －作業製品プロデュースプロジェクト－

担 当 教育委員会 富士宮北高等学校

連 絡 先 教頭 齋藤 愛

TEL 0544-27-2533

地域への発信力を生かした製品開発・販売促進を協働で考える

富士宮北高校商業科の２年次生80名は、富士特別支援学校富士宮分校の生徒が作製し

た木工・陶芸・クラフト・農園芸・メンテナンスの５つの作業製品を題材に、魅力発信

や新製品の開発に取り組んでいます。また、富士宮北高校の生徒は製品開発班と販売促

進班に分かれ、富士宮分校の生徒と合同で授業を行い、地域の特色や産業、文化を活か

した製品づくりや販売方法について意見交換をします。多様な学校の生徒が協働し、課

題解決に向けた実践的な学びを深める取り組みです。

富士宮北高校のマーケティングや発信力と富士宮分校のものづくり技術とを融合さ

せ、協働しながら地域への発信を目指した製品開発と販売促進を通して、本格的な「共

同学習」を目指しています。

１ 日 時

令和８年10月21日（水）①10時35分から11時25分まで（３限授業）

②13時25分から14時15分まで（５限授業）

２ 会 場

富士特別支援学校富士宮分校 （富士宮市宮北町233番地）

３ 内 容

４ 参加者

富士宮北高等学校 商業科２年生 80名（各回40人）

富士特別支援学校富士宮分校 生徒

両校教職員

５ 当日の問合せ先

富士特別支援学校富士宮分校

担 当：教頭 若松

電 話：0544-29-7234

静 岡 県 教 育 委 員 会

①３限授業
（製品開発）

富士宮市の伝統・産業・文化などの視点も踏まえながら、作業製品を

改良するアイデアや新製品を協働で検討します。

②５限授業

（販売促進）

作業製品の魅力や作り手の思いを効果的に伝えるための広報ツール

の作成や情報発信方法を協働で検討します。


